
字
部
・
大
学

（情
報
取
得

一御
配
列
を
発
見

解
析
で
は
約
４
０
０
種
の

哺
乳
類

の
主
要
な
グ
ル
ー

プ
全
て
に
同
配
列
が
存
在

し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
を
持

つ

ウ
イ
ル
ス
が
哺
乳
類
に
感

染
し
内
在
化
し
た
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

現
存
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
が
な
か

っ
た
。
同
配
列
は
シ
ン
シ

チ
ン
発
現
に
必
須
で
な
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、

古
代
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
の

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
制
御
す
る
独
自

配
列
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
同
様
の
方
法
で
古

代
ウ
イ
ル
ス
が
遺
伝
情
報

に
及
ぼ
す
影
響
の
詳
細
解

明
が
期
待
で
き
る
。

ど
、
ｒ
ト
ナ
κ大一示

理

滲

メ

損

供
）

企
業
と
も
手
が
け
る
が

量
子
効
果
の
熱
流
影
響
解
明

胴
通
状
砒
熱
機
関

性
能
向
上
に
道

電
気
通
信
大
学
の
田
島

裕
康
助
教
と
理
化
学
研
究

所
の
布
能
謙
特
別
研
究
員

ら
は
、
量
子
的
な
状
態
の

重
ね
合
わ
せ
が
熱
の
流
れ

に
与
え
る
影
響
を
解
明
し

た
。
適
切
な
種
類
の
量
子

の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
の
な
い

熱
流
を
作
れ
る
こ
と
を
示

し
た
。
発
電
機
や

エ
ン
ジ

ン
、
冷
却
器
な
ど
の
熱
機

関
の
量
子
効
果
に
よ
る
性

能
向
上
に

つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。

異
な
る
状
態
の
量
子
の

重
ね
合
わ
せ
に
よ
り
計
算

機
や
通
信
機
、
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
性
能
を
飛
躍
的
に

高
め
る
研
究
が
進
ん
で
い

る
。
し
か
し
熱
機
関
の
性

能
に
こ
の
よ
う
な
量
子
効

果
が
ど
う
影
響
す
る
か
は

不
明
だ

っ
た
。

そ
こ
で
研
究
グ
ル
ー
プ

残
ら
な
い
古

ス
の
情
報
を

確
立
し
た
。

０
万
年
前
に

レ
ト
ロ
ウ
イ

霊
長
類
の
胎

子

「
シ
ン
シ

シ
ン
シ
チ
ン

御

エ
レ
メ
ン

Ｅ
）
」
領
域

。
真
核
生
物

ト
ロ
ウ
イ
ル

哺
乳
類
３
０

で
類
似
の
配

た
。
詳
細
な

京
都
大
学
の
チ

ュ
イ
ン

・
タ
ン
ト
ゥ
イ
特
定
助
教

と
佐
藤
良
太
助
教
、
寺
西

利
治
教
授
ら
は
ネ
オ
ジ
ム

磁
石
を
超
え
る
可
能
性
が

あ
る
希
土
類
磁
石

「１
１

１２
」
系
磁
石
粉
末
の
高
保

磁

力

化

に

成

功

し

た

。

「
（Ｓ

ｍ
ｅ
Ｚ

ｒ
）

（
Ｆ

ｅ
ｅ
Ｃ

ｏ
ｏ
Ｔ
ｉ
）
１２
の

単

相

微

粒

子

」

を
合

成

し
、
最
大
１

・
６
一″ス
の
保

磁
力
を
達
成
。
ネ
オ
ジ
ム

磁
石
に
比

べ
希
土
類
の
使

用
量
を
減
ら
せ
る
ほ
か
、

耐
熱
性
も
向
上
さ
せ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

金
属
酸
化
物
の
微
粒
子

高
保
磁
力
化

最
大
Ｈ
万ス
大

希
土
類
磁
石
１
１
１２
系
粉
末
で
成
功

京
を
作
り
、
水
素
還
元
と
カ

ル
シ
ウ
ム
還
元
拡
散
で
微

粒
子
か
ら
酸
素
を
引
き
抜

電
子
顕
微
鏡
で
見
た
１
１

１２
系
磁
石
の
微
粒
子
（京

大
提
供
）

▲
…
…
…
…
……
…
…
……
……
…
‥

き

（Ｓ

ｍ
・
Ｚ

ｒ
）

（Ｆ

ｅ
ｏ
Ｃ

ｏ
ｏ
Ｔ
ｉ
）
１２
の

単

相

微

粒

子

を

作

製

し

た
。
大
き
さ
は
２
欠
】
１
３

欠
】
研

（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０

０
万
分
の
１
）
と
小
さ
く
、

表
面
積
が
大
き
い
。
た
だ
、

こ
の
単
相
微
粒
子
は
表
面

の
組
成
が
変
化
し
た
こ
と

で
、
保
磁
力
が
０

・
２
一″ス

ま
で
下
が

っ
て
い
た
。

そ
こ
で
表
面
処
理
を
施

し
、
微
粒
子
全
体
を
ほ
ぼ

完
全
な

「
１
１
１２
」
系
の

構
造
に
直
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
微
粒
子
の
保
磁
力

が
最
大
１

・
６
一″ス
、
残
留

磁
化
は
１

・
２
一″ス
に
向
上

し
た
。

「
１
１
１２
」
系
は
現
行

の
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
よ
り
も

希
土
類
の
使
用
量
を
減
ら

せ
る
。
ま
た
、
高
温
で
も

性
能
が
下
が
り
に
く
い
。

電
気
自
動
車
の
車
載
モ
ー

タ

ー
な

ど

に
向

く

。
今

後
、
磁
石
微
粒
子
を
樹
脂

な
ど
で
固
め
る
ボ
ン
ド
磁

石
や
焼
結
磁
石
の
プ

ロ
セ

ス
を
開
発
し
て
い
く
。

成
果
は
経
済
産
業
省
と

文
部
科
学
省
な
ど
が
１２
月

１
日
に
東
京
都
文
京
区
の

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
で
開

く

「
Ｍ

ａ
ｇ
Ｈ
Ｅ
Ｍ

ｏ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｍ
合
同
成
果
報

告
会
」
で
公
開
す
る
。

は
理
論
式
と
具
体
的
な
モ

デ
ル
に
よ
る
解
析
を
組
み

合
わ
せ
、
熱
流
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
に
量
子
効
果
が

与
え
る
影
響
に
関
す
る
規

則
を
発
見
し
た
。

こ
の
規
則
か
ら
量
子
の

重
ね
合
わ
せ
の
状
態
の
違

い
が
量
子
熱
機
関
に
お
け

る
摩
擦
を
ど
の
よ
う
に
増

減

さ

せ

る

か

が

示

さ

れ

た
。異

な
る
大
き
さ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持

つ
状
態
の
重

ね
合
わ
せ
は
摩
擦
を
大
き

く
す
る
。　
一
方
、
同
じ

エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持

つ
状
態
の

重
ね
合
わ
せ
が
大
量
に
あ

る
場
合
、
摩
擦
が
な
く
な

り
、
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ロ

ス
な
く
流
れ
る
状
態
を
実

現
で
き
る
。

一
般
に
熱
機
関
で
は
、

熱
効
率
を
高
め
る
と
パ
ワ

ー

が

下

が

る

傾

向

が

あ

る
。
今
回
、
確
認
し
た
理

論
を
現
実
の
系
で
実
現
で

き
れ
ば
、
理
想
的
な
熱
効

率
と
パ
ワ
ー
を
両
立
で
き

る
。

や
、
負
担
を

の
で
、
国
内

加
速
し
、
近

度
も
高
い
。

ッ
ト
の
特
徴

―
に
よ
り
使

を
検
出
し
、

―
タ
ー
の
力

や
使
用
者
自

・せ
る
こ
と
で

た

め
、
人
間

．動
作
す
る
た

一性
と
細
や
か

一要
で
あ
る
。

一な
ロ
ボ

ッ
ト

て

い
る

一
方

一や
性
能
の
定

一基
準
の
整
備

０
　
１
３
４
８
２
」
が
発

行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
産
業

技
術
総
合
研
究
所

（産
総

研
）
が
参
加
し
た

「生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト
実
用
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
得
ら
れ

た
成
果
を
国
際
標
準
化
機

構
に
提
案
し
採
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

基
準

・
評
価
整
備

１７
年
に
は
腰
補
助
用
装

着
型
身
体
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ

ッ
ト

の
日

本

工
業

規

格

安
全
要
求
事
項
に
加
え
、

ア
シ
ス
ト
カ
や
腰
部
圧
縮

力
の
低
減
指
標
な
ど
の
性

能
要
求
事
項
と
そ
の
評
価

方
法
を
定
め
て
い
る
。
こ

れ
に
は
産
総
研
が
取
り
組

ん
で
き
た
人
間
型

ロ
ボ

ッ

ト
に
よ
る
ア
シ
ス
ト
機
器

の
定
量
的
評
価
手
法
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
産
総
研
は
世
界
を
先

導
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
技

術
の
基
準

・
評
価
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
装
着
型
ロ
ボ
ッ

ト
の
安
全
性
や
性
能
だ
け

材
料

・
表
面
技
術

シ
ン
ポ
２２
日
開
催

関
東
学
院
大

関
東
学
院
大
学
材
料

・

表
面
工
学
研
究
所
は
２２
日

１０
時
か
ら
横
浜
市
中
区
の

Ｋ
Ｇ
Ｕ
関
内
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で

「ナ
ノ
科
学
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１

一

技
術
や
表
面
分
析

・
解
析

技

術

な

ど

の
講

演

を

通

じ
、
材
料

・
表
面
技
術
と

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の

共
創
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
。パ

ー
ク

・
シ
ス
テ
ム
ズ

・
ジ

ャ
パ
ン

（東
京
都
千

代
田
区
）
な
ど
が
協
賛
。

日
刊
工
業
新
聞
社
が
後
援

ロ
ボ
支
援
技
術

普
及
に
貢
献

プ
ロ
フ
ィ
ル

で
な
く
、
人
の
動
作
や
能

力
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
か
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生

活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
く
か
と
い
う
長
期
的

な
効
果
も
視
野
に
入
れ
た

評
価
技
術
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
個
人

へ
の
適
合
性
と
い
う
評
価

軸
も
重
要
で
あ
る
。
年
齢

と
と
も
に
運
動
能
力
の
個

人
差
は
大
き
く
な
る
た

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
歩

的
か
つ
安
全
に
個
人
に
適

め
、
高
齢
者
の
身
体
特
性

行
支
援
用
パ
ワ
ー
ド
ウ

ェ

合
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
開

な
ど
を
取
り
入
れ
た
個
人

ア
の
大
規
模
な
実
証
試
験

発
を
目
指
し
て

い
る
。

産総研人間拡張研究センター

生活機能ロボティクス研究
チーム主任研究員

今村 由芽子

アクチュエーターを使わないアシ

ストスーツの設計・解析で情報科学
の博士号を取得。デジタルヒューマ

ンモデルによるシミュレーション

や、生理や動作の計測実験などさま
ざまな観点から支援機器の評価に関
する研究に従事してきた。日常生活
を少しでも楽しく快適にするための

技術を作りたい。

苺

ヒ
Ｆ
Ｆ
レ
Ｌ
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Ｌ
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Ｉ
Ｌ
匡
眸
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医
Ｆ
ト
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